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2－6　岡谷～塩尻間（塩嶺トンネル周辺）の植生調査

概　　　　説

　新しい自然開発とくに墜道の建設などは，必然的に水系の変化などによる自

然環境に影響を与える可能性がある。たとえば地下水位の低下，水系の変化な

どが入間の生活環境や農作物などの産業にどのような変化を及ぼすかを適確に，

しかも客観的に把握することは環境アセスメントの基本であり，重要な課題で

ある。しかし，そ㊧具体的な変化や影響を科学的に把握することは容易でない。

．もっとも総合的な環境の変化を生命を賭けて適確に示すのは，その土地に生

罪している植生である。とくに長い時間の経過の過程で多様な自然環境や文化

偉観内では人為的影響も含めた総舎条件に耐えて生きのびてきた，移動能力の

ない植物群落は，そ’ ﾌ立地のあらわる条件の変化に敏感に対応する。いわば環

境変化の指標であり，生きている警報装置である。

　国鉄岐皐工事局管内の中央本線塩嶺トンネル建設現場周辺は海抜770～

1，2◎◎配の低山地が連らなり，その聞を小河州が縫っている。植物生態学的に

はブナクラス域の下部に位置している。既存植生と潜在自然植生を現地調査に

よって比較検討することによって，今までの水分収支も含めた自然環境，植生

環境を植生を指標として料定することができる。

　同時にそれぞれの立地本来の潜在自然植生と相互考察して，現在および将来

にわたっての土壌水分の変化や地下水の変動による環境の変化を糞壷すること

が可能である。
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